






猪
突
猛
進
、
攻
撃
し
た
が
、
こ
れ
を
迎
え
打
ち
嘉
瀬
東
西
両
舘
の
三
浦
椎
十
郎
、
浜

舘
三
郎
永
光
等
は
、
身
体
に
鎧
、
兜
を
身
に
付
け
必
死
に
防
戦
、
金
木
軍
勢
を
遂
に

撃
退
さ
せ
た
が
、
又
も
や
裏
切
者
の
金
木
城
主
津
島
右
エ
門
太
郎
義
栄
は
、
大
浦

為
信
の
助
勢
を
得
て
、
五
百
余
名
の
軍
勢
で
嘉
瀬
城
を
攻
梁
、
こ
の
時
、
嘉
瀬
城
の

兵
力
二
五
○
名
の
内
、
嘉
瀬
城
に
百
五
十
名
、
小
田
川
城
に
四
十
名
、
嘉
瀬
束
舘
に

二
五
名
、
西
舘
に
三
五
名
、
騎
馬
拾
五
頭
で
応
戦
、
嘉
瀬
城
主
光
明
宗
範
並
に

浜
舘
永
光
三
浦
重
考
等
は
勿
論
、
他
の
百
五
拾
名
も
、
必
死
に
防
戦
し
、
金
木
軍

勢
五
百
余
名
、
多
勢
に
無
勢
な
る
も
小
田
川
の
八
亜
や
佐
助
と
共
に
、
金
木
軍
に
夜

襲
や
奇
襲
攻
撃
を
か
け
、
又
、
枯
野
原
に
火
を
放
ち
、
嘉
瀬
城
は
城
こ
そ
「
小
な
り

と
し
言
い
ど
も
、
城
主
の
嘉
瀬
光
明
宗
範
「
寄
略
縦
横
の
知
将
」
な
り
と
、
嘉
瀬
軍

勢
は
金
木
軍
勢
に
横
合
か
ら
突
如
に
襲
い
か
か
る
。
此
れ
を
迎
い
る
金
木
軍
、
嘉
瀬

軍
勢
は
特
意
の
「
弓
で
火
を
放
ち
、
石
つ
ぷ
を
投
げ
、
枯
野
原
に
火
を
放
ち
」
金
木

軍
勢
を
遂
に
敗
退
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
天
正
拾
五
年
五
月
（
三
九
九
年
前

Ⅱ
一
五
八
七
）
、
大
浦
為
信
は
尻
無
（
五
所
川
原
）
に
本
陣
を
置
き
、
又
、
新
城
城

番
阿
部
孫
三
郎
新
城
よ
り
山
越
え
し
て
嘉
瀬
城
を
背
後
か
ら
攻
撃
、
北
西
か
ら

は
裏
切
者
の
金
木
城
主
津
島
右
エ
門
太
郎
義
栄
軍
勢
が
総
攻
撃
を
開
始
し
た
。

当
時
の
嘉
瀬
の
人
口
は
知
る
す
べ
も
無
い
が
、
一
人
残
ら
ず
参
戦
、
金
木
軍
勢
、

並
に
新
城
軍
勢
と
激
し
く
戦
か
つ
た
が
、
十
重
二
十
重
に
囲
ま
れ
、
多
勢
に
無
勢
、

奪
戦
虚
な
し
く
、
遂
に
天
正
拾
五
年
五
月
二
一
日
（
三
九
九
年
前
Ⅱ
一
五
八
七
）
、

嘉
瀬
東
舘
西
舘
小
田
川
城
が
炎
上
、
嘉
瀬
も
哀
れ
落
城
、
嘉
瀬
領
民
の
大
半
は

城
と
共
に
枕
を
並
ら
べ
討
死
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

又
、
嘉
瀬
光
明
宗
範
落
城
寸
前
に
妻
子
を
黒
石
方
面
の
山
奥
の
隠
れ
里
に
預
け
、

宗
範
は
再
起
を
願
い
、
拾
数
名
の
従
者
と
共
に
、
越
後
（
新
潟
）
方
面
に
落
ち
の
び

た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

約
、
六
四
二
年
前
の
興
国
五
年
（
一
三
四
四
）
に
、
朝
日
左
エ
門
尉
行
安
（
藤
原

景
房
）
が
、
飯
詰
に
高
楯
城
を
築
城
し
た
が
、
三
年
後
の
興
国
八
年
八
月
（
六
三
九
年

年
前
Ⅱ
一
三
四
七
）
に
、
家
臣
の
嘉
瀬
光
明
宗
範
に
嘉
瀬
山
に
も
（
お
城
山
）
支
城

を
築
城
す
る
よ
う
命
じ
た
。

又
、
朝
日
左
エ
門
尉
は
、
浪
岡
城
主
、
北
畠
顕
村
の
幕
下
で
、
顕
村
は
北
畠
親
房

の
子
孫
と
も
伝
え
ら
れ
、
今
か
ら
約
六
○
八
年
前
の
天
授
四
年
選
（
一
三
七
八
）
に
、

浪
岡
を
拠
点
に
附
近
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
が
、
天
正
六
年
七
月
（
四
○
八
年
前
Ⅱ

一
五
七
八
）
、
大
浦
為
信
に
依
っ
て
浪
岡
城
が
滅
ぼ
さ
れ
た
。
飯
詰
商
鮪
城
主
朝

日
左
エ
門
尉
行
安
は
、
大
浦
為
信
に
抵
抗
す
る
こ
と
拾
数
年
、
其
の
間
に
、
数
回
に

渡
り
大
浦
為
信
の
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
も
、
「
節
に
屈
っ
せ
ず
」
孤
立
無
援
の
辺
境
に

あ
り
な
が
ら
も
、
大
浦
為
信
軍
勢
を
撃
退
し
た
が
、
天
正
七
年
（
四
○
七
年
前
Ⅱ
一

五
七
九
）
再
度
、
大
浦
為
信
の
軍
勢
は
、
岩
木
川
を
下
り
、
高
楯
城
を
正
面
攻
撃
、

こ
れ
に
抗
戦
す
る
こ
と
数
年
と
言
う
持
久
戦
に
入
っ
た
が
、
妓
後
迄
、
抗
戦
し
敗
退

さ
せ
た
。

飯
詰
城
主
の
家
臣
三
上
定
之
亟
は
兼
て
か
ら
の
大
浦
為
信
軍
の
再
度
の
攻
撃
を

余
知
し
、
嘉
瀬
城
小
田
川
城
（
木
良
市
）
金
木
城
主
津
島
右
エ
門
太
郎
義
栄
竿
に
、

「
加
勢
」
を
依
頼
し
て
あ
る
も
、
金
木
城
主
津
島
右
エ
門
太
郎
義
栄
大
浦
為
伯

に
「
寝
返
り
」
し
て
、
高
槻
城
主
朝
日
左
エ
間
尉
行
安
（
藤
原
景
房
）
を
裏
切
っ

た
。

１
１
１

Ｊ
１
ｖ
▲
▼
４
▼
４
才
４
ｖ
▲
ｖ
▲
▼
▲
ｖ
含
ｖ
４
ｖ
▲
ｖ
全
Ｉ
子
４
ｖ
４
▼
▲
？
▲
ｖ
▲
ウ
ム
▼
小
？
き
▽
４
▽
▲
７
８
・
ム
マ
ム
ｖ
▲
ｖ
△
Ｔ
▲
？
▲
▽
▲
ｖ
＄
▼
４
▼
●
▲
▽
ム
マ
▲
亨
全
で
さ
▼
４
７
▲
▼
４
ｖ
ｔ
画
●
▲
▼
４
寺
４
▽
４
？
▲
す
ム
マ
ム
ｖ
心
▼
４
▽
▲
？
▲
Ｖ
▲
▼
４
７
号
▼
・
▲
７
４
▼
４
▽
４
▼
△
予
ム
マ
ム

嘉
瀬
と
金
木
反
目
一
一

一
百
年

一一

秋
元
惣
之
進
ｌ
ｌ
ｉ

▼
。
▲
守
り
▲
▼
。
▲
▼
。
▲
ｖ
▲
▼
ｔ
畢
▽
，
▲
守
ｌ
ｚ
Ｙ
▲
▼
入
呑
１
▲
ウ
ム
▼
ム
ウ
ー
▲
▼
八
苫
７
▲
▼
，
▲
▼
’
△
ｖ
４
ｖ
▲
▽
口
▲
▼
。
▲
▽
人
邑
７
２
７
▲
▼
．
▲
？
▲
ず
，
▲
▽
，
▲
▽
‘
心
▼
・
▲
▼
，
▲
？
．
▲
▽
１
量
Ｙ
▲
守
△
▼
．
▲

実
弟
、
嘉
瀬
旋
裕
も
兄
、
光
明
宗
範
の
一
行
に
加
わ
っ
た
が
、
憎
悪
に
燃
い
た
義

裕
は
、
裏
切
者
の
悩
む
＄
へ
き
金
木
城
主
津
島
右
エ
門
太
郎
義
栄
を
、
何
時
か
は
滅

ぼ
さ
ん
と
肝
に
銘
ず
、
実
兄
嘉
瀬
光
明
宗
範
と
、
断
腸
の
思
い
で
中
途
で
別
離
し

て
引
返
し
た
が
、
中
山
山
脈
か
ら
西
に
流
れ
る
立
山
の
裾
野
、
現
観
音
山
の
二
シ

森
硬
上
か
ら
、
溶
城
趾
（
嘉
瀬
城
）
や
嘉
瀬
集
落
を
眼
下
に
望
眺
し
た
が
、
哀
れ
嘉

瀬
城
は
焼
き
払
わ
れ
、
神
社
や
寺
は
勿
論
、
土
地
や
田
畑
は
奪
れ
、
家
々
は
焼
か
れ
、

悲
惨
な
状
態
だ
っ
た
。

又
、
津
曝
統
一
の
野
望
に
燃
え
た
大
浦
為
循
は
、
遂
に
津
軽
を
統
一
し
、
金
木
城

主
津
島
右
エ
門
太
郎
義
栄
は
、
其
の
勲
功
に
依
り
、
金
木
代
官
の
身
分
を
保
障
。

そ
れ
を
見
兼
た
実
弟
の
嘉
瀬
義
裕
は
、
嘉
瀬
城
と
共
に
倒
れ
た
家
臣
や
、
生
死
を
共

に
、
金
木
軍
勢
と
抗
戦
し
て
戦
死
し
た
、
集
落
民
の
仇
を
と
誓
い
、
裏
切
者
の
津
島

右
エ
門
太
郎
義
栄
へ
の
恨
み
を
、
何
時
か
は
啼
ら
さ
ん
と
、
農
民
に
姿
を
や
つ
す
、
察
知

さ
れ
な
い
様
に
密
か
に
、
打
倒
悲
願
を
胸
に
秘
妨
其
の
機
会
を
伺
っ
て
、
着
々
、
計

画
し
、
集
落
民
と
一
緒
に
な
り
、
開
墾
に
「
力
」
を
入
れ
な
が
ら
も
、
営
々
と
準
備

を
怠
ら
ず
、
勢
力
拡
張
に
全
力
を
蓄
え
る
事
に
専
念
集
中
し
た
が
、
眼
下
の
彼
方
に

は
、
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
（
萩
元
川
）
の
障
害
と
、
金
木
軍
勢
の
拡
範
囲
で
強
固

な
体
制
が
整
え
ら
れ
、
金
木
軍
勢
を
討
つ
迄
は
と
全
力
を
尽
す
こ
と
数
年
、
遂
に
其

の
「
志
」
を
遂
げ
る
こ
と
無
く
、
次
第
に
年
（
年
齢
）
老
え
る
と
共
に
年
月
が
遠
ざ

か
り
、
一
戦
を
構
え
る
程
の
実
力
に
乏
し
く
、
又
、
報
復
の
一
念
に
燃
え
た
嘉
瀬
義

裕
（
実
弟
）
と
し
て
は
、
死
ん
で
も
死
に
切
れ
な
い
思
い
で
無
念
の
涙
を
呑
み
、
邑

人
（
村
人
）
の
繁
栄
を
念
じ
つ
つ
、
宿
志
を
遂
げ
得
な
い
無
念
の
涙
を
晴
ら
さ
ん
が

為
、
立
山
（
観
音
山
）
の
ニ
ッ
森
の
山
頂
で
、
遂
に
割
腹
し
た
と
言
う
が
、
邑
人

（
村
人
）
は
働
突
の
涙
で
二
シ
森
の
山
地
は
濡
れ
た
と
言
う
が
、
今
も
埋
葬
の
跡
が

あ
る
０ 高

楯
城
主
の
家
臣
三
上
定
之
亟
は
、
嘉
瀬
城
に
使
者
を
出
し
、

に
防
戦
体
制
を
命
じ
た
。
嘉
瀬
城
主
光
明
宗
範
は
、
頂
角
に
友
邦

を
小
田
川
城
に
配
置
し
、
嘉
瀬
東
舘
に
（
現
畑
中
北
側
の
丘
陵
）

を
、
西
舘
に
（
現
八
幡
宮
在
地
）
三
浦
権
十
郎
重
孝
を
配
し
、
三

．桐

矧

嘉 瀬束館

使
者
を
出
し
、
嘉
瀬
光
明
宗
範

、
頂
角
に
友
邦
八
重
と
佐
助

北
側
の
丘
陵
）
浜
舘
三
郎
永
光

孝
を
配
し
、
三
浦
権
十
郎
重
孝

の
実
弟
三
浦
光
兼
定
幸
を
萩

元
川
に
（
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の

川
．
）
配
し
、
幟
を
立
て
家
臣

拾
数
名
騎
馬
数
頭
を
配
備
、

防
戦
体
制
を
整
え
た
が
、
天
正

拾
五
年
（
四
○
四
年
前
Ⅱ
一
五

八
二
）
裏
切
者
の
津
島
右
エ
門

太
郎
義
栄
は
、
大
浦
為
砧
軍
の

助
勢
を
得
、
総
力
数
拾
名
の
軍

勢
で
攻
撃
、
萩
元
川
で
防
備
体

制
の
三
浦
光
兼
定
幸
軍
勢
に
不

意
を
打
ち
敗
退
さ
せ
、
金
木
蛎

勢
は
、
更
に
嘉
瀬
西
舘
、
東
舘

へ
と
二
車
に
別
れ
、
一
気
に

ほ
ろ
ぽ

嘉
瀬
東
西
両
館
を
滅
亡
さ
ん
と
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